～第１５回渦の音カップにご参加された皆様方へ～

昨日（１０/１２）は、１００名近い皆さん方にご参加いただき、和気藹々で、１５０周年記念にふさわしい大会になりました。

これもひとえに、当カップを立ち上げ、ここまで拡大されてこられた森代表、今回大会のお世話をいただき、盛り上げていただいた、昭和６３年卒の濱崎さんをはじめ、幹事の皆さま方、そして三連休のお忙しい中、ご参加いただきました皆さま方のお陰であります。心より、感謝を申し上げます。

さて、今年は、いよいよ創立１５０周年の記念すべき年を迎えることとなりました。
昨年３月から、「城南高校150周年事業実行委員会」において、「記念式典」や、「記念誌」、「記念事業・広報」、「寄付金」などの取り組みを進めてまいりました。

これまで、同窓会総会や関東支部・近畿支部総会など、様々な場面で、その取り組みをＰＲし、機運の醸成を図ってきたところであり、渦の音カップにご参加いただいた皆さま方にも、その一部をご報告させていただきます。

まず、記念式典については、来る１１月１３日（木）に城南高校で開催されますが、開会セレモニーのほか、日本生命清水会長による記念講演や、様々なフィールド、国内外で活躍されているＯＢ／ＯＧによるビデオレターコーナー、或いは、ダンス部や書道部、吹奏学部などによるアニバーサリーパフォーマンスが予定されており、当日の式典の様子については、YouTubeで広く配信されますので、是非ご覧いただければと思います。

次に、記念事業については、生徒の夢を叶えるための事業として、「城南生ジャンプアップ基金」を創設し、「生徒の海外留学」や、「部活動を意欲的に取り組める環境づくり」などを、積極的に支援することとしております。
その他、記念誌の作成やクラウドファンディング・新聞一面広告などによる１５０周年記念事業についての広報活動も展開しております。

　なお、こうした事業の実施に当たっては、同窓生をはじめ、趣旨にご賛同いただける皆さま方からも、多額のご寄付を頂いており、改めて御礼を申し上げます。

　皆さま方のご支援が、城南高校の次の５０年への第一歩につながりますので、引き続き、ご理解、ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
旧徳中・城南高等学校同窓会長　酒池　由幸
（創立１５０周年事業実行委員会・委員長）
